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当社は2019年に2040年長期ビジョンを策定し、「装置産業型企業」から「技術立脚型企業」へと転身し、先端素材で社会の

発展と革新に貢献するグローバル企業を目指すこととしました。当ビジョンを踏まえ策定した「2020～ 2022年度中期経営計

画」期間中は、半導体用スパッタリングターゲットや圧延銅箔・高機能銅合金条をはじめとする先端素材の生産能力増強や、社

外パートナ―との共創による新規事業開発、ベース事業における構造改革など、当ビジョンの実現に向けた具体的な諸施策を

積極的に進めました。

2023年５月、当ビジョン策定から4年が経過し、当社の進むべき方向性がより明確になってきたことや、直近の事業環境の変

化等を受けて、当ビジョンの内容を一部改定しました。今後目指すべき方向・業容を踏まえたセグメントの設定、2040年利益

目標の明記など、改めて現時点から2040年に向けた照準合わせを行っています。

　2020～ 2022年度中期経営計画は、自律性、機動性、独立

性を高めた事業運営により、「2040年ＪＸ金属グループ長期

ビジョン」で掲げる「技術立脚型企業への転身」を見据えた種

Section1 ビジョン&バリュー

長期ビジョンと中期経営計画

長期ビジョンの主な改定点
● 「注目すべき社会トレンド」の変化
● ベース事業の位置付け、役割の再定義
● 脱炭素ビジョンの表明

2040年ＪＸ金属グループ長期ビジョン
半導体材料／情報通信材料のグローバルリーダーとして持続可能な社会の実現に貢献

● セグメントの設定  ポイント1  へ
● 長期的な収益規模の目標の設定  ポイント2  へ

※共通費は両事業の営業利益額比率で配分

（億円）

3つのセグメントを設定しています。フォーカス事業については

ステークホルダーの方々へ成長への道筋を適切に伝えるため

に、「半導体材料」「情報通信材料」の2つのセグメントとし、

ベース事業については、フォーカス事業を支えていくという共

通の役割を踏まえ、「資源」「金属・リサイクル」を「基礎材料」

という1つのセグメントとしています。

高収益・高成長のフォーカス事業が全社成長を牽引すること

により、営業利益を2040年に2,500億円へと引き上げる目

標を掲げています。

ポイント1  セグメントの設定 ポイント2  長期的な収益規模の目標の設定

フォーカス
事業（下流）
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